
平成２５年８月６日（火）１４:００～ 第１会議室

池田 温（武蔵野音楽大学教授）

伊田 若江（弁護士）

小林 伸行（独立行政法人日本芸術文化振興会監事）※委員長代理
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1.一者応札・応募事案フォローアップ（平成２４年度分）について（報告）

2.平成２４年度契約に関する点検・見直しについて（審議事項）

3.平成２５年度一般競争から競争性のない随意契約に移行した新規案件の点検について

4.「競争性のない随意契約とする場合の基本的な考え方」について（提案）

（１）平成２４年度 契約(契約額１００万円以上)全件

（２）平成２５年度一般競争から競争性のない随意契約に移行した新規案件
【競争性のない随意契約】
・新国立劇場（中劇場）舞台機構設備制御盤整備工事（追加）

 担当課から、随意契約理由として、舞台機構設備の制御プログラムを開示していないことについて、また「（追加）」となっているが、すでに完了した工事と
は別の箇所の改修であることについて説明があり、了承された。

【競争性のない随意契約】                                                                                                                                                                            ・
平成２４年度新聞広告「演劇案内」掲載（朝日新聞、読売新聞）
平成２４年度新聞広告「演劇案内」掲載（毎日新聞）

 担当課から、各新聞社が広告枠をそれぞれ一業者に委託している特殊性について説明があり、了承された。

【競争性のない随意契約】
平成２４年度第２５期文楽研修生の宿泊に関する契約

担当課から、当該契約相手方が要件に合致する唯一の業者である理由は、料金比較を含む事前調査の結果に基づいたものであることについて説明があ
り、了承された。

【一般競争契約】
平成２４年度国立能楽堂座席字幕表示装置用　普及公演等字幕台本校正業務
平成２４年度国立能楽堂座席字幕表示装置用　定例公演字幕台本校正業務

担当課から落札率の低さと予定価格の算出方法について説明があり、了承された。

【一般競争契約】
・平成２４年度国立文楽劇場舞台操作請負業務

担当課から、多数回入札の状況と予定価格の算出方法について説明があり、次回調達時には改善が必要であるとの意見を付して、了承された。　

（２） 審議結果 事務局及び担当課から該当１２件の資料に沿って説明があり、了承された。

「競争性のない随意契約とする場合の基本的な考え方」について（提案）

これまでの委員会で競争性のない随意契約をして審議・了承された事例を踏まえて基本的な考え方をまとめたこと、今後、同様案件についてもこれに従っ
て判断していきたいこと、ただし、新規の事例に関しては、事前に委員会において審議の上で判断していきたいことについて説明があり、了承された。
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